
































































































































































































































































) 幕〉 茶番劇。 主人公：

















































































































































































































































































































































































































































なされたのだから、寺院もふくめた 今も伝わ 諸々 演劇、舞踊芸、歌謡芸を それらに共通する諸点 そ ぞれの時代的変容など、サンスクリット劇と 関連性 ら再度丹念に検討し直せば、もう少し鮮明に見えてくるかもしれない。　
当初は、サンスクリット劇が周辺のアジア諸国へ与えた影











































































































訂二版、初版：二〇〇四） 「戯曲」 『バシャムのインド百科』 喜房仏書林、四二四─四三三頁。
船津和幸、 一九九六─一九九八 「古代インドのパフォーミングアーツ論： 『演
劇典範』 （
N
āṭyaśāstra ）翻訳ノート（一）〜（三） 」 『信州大学・人文科
学論集』 （文化コミュニケーション学科編）第三〇─三二号、一〇一─一一七、 一九五─二一二、 一〇九─一三 頁。
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